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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオストリーム（１）の複数のピクチャ（１０、４０、４２、５０）のうちの現在の
ピクチャ（１０）の符号化表現（６０）を復号する方法であって、
　前記現在のピクチャ（１０）の符号化表現（６０）から、以前のピクチャの符号化表現
とは独立である複数の参照ピクチャ（４０、４２）の少なくとも一つのリストを定義する
バッファ記述を取得する工程（Ｓ１）と、
　前記リストにおけるリスト順で、最初の参照ピクチャ（４０）を除く前記少なくとも１
つのリストのうちの１つのリスト内の参照ピクチャ（４２）の各々について、前記参照ピ
クチャ（４２）を示すピクチャ識別子を、前記参照ピクチャ（４２）についてのバッファ
記述から取得されたピクチャ識別子情報と、前記リスト順で前記参照ピクチャ（４２）に
先行する参照ピクチャ（４０）についてのバッファ記述から取得されたピクチャ識別子情
報とに基づいて決定する工程（Ｓ３）と、
　前記最初の参照ピクチャ（４０）のバッファ記述から取得されたピクチャ識別子情報及
び前記現在のピクチャ（１０）のピクチャ識別子に基づいて、前記リスト順で最初の参照
ピクチャ（４０）を示すピクチャ識別子を決定する工程（Ｓ２）と、
　前記決定されたピクチャ識別子に基づいて、復号されたピクチャバッファ（２３０、３
５０）を更新する工程（Ｓ４）と、を有する
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記最初の参照ピクチャ（４０）を示すピクチャ識別子を決定する工程（Ｓ２）は、
　　前記バッファ記述から、前記現在のピクチャに対するデルタピクチャ識別子及び前記
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最初の参照ピクチャ（４０）の符号識別子を取得する工程（Ｓ１０）と、
　　前記デルタピクチャ識別子、前記符号識別子、及び前記現在のピクチャのピクチャ識
別子に基づいて、前記最初の参照ピクチャを示すピクチャ識別子を算出する工程（Ｓ１１
）と、を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記最初の参照ピクチャ（４０）を示すピクチャ識別子を算出する工程（Ｓ１１）は、
　　deltaPOC(0) = sign × absolute_delta_poc(0)（ここで、signは前記符号識別子に
より表される符号であり、absolute_delta_poc(0)は前記デルタピクチャ識別子である）
を算出する工程（Ｓ２０）と、
　　POC(0) = POC(currPic) + deltaPOC(0)（ここで、POC(0)は前記最初の参照ピクチャ
（４０）を示すピクチャ識別子であり、POC(currPic)は前記現在のピクチャ（１０）のピ
クチャ識別子である）を算出する工程（Ｓ２１）と、を有する
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記バッファ記述は、複数の参照ピクチャ（４０、４２）の少なくとも１つのリストを
定義し、
　前記ピクチャ識別子を決定する工程（Ｓ３）は、
　　前記リストの最初の参照ピクチャ（４０）を除く少なくとも１つのリストのうちの１
つのリスト内の参照ピクチャ（４２）番号ｉの各々について、前記リストのリスト順で前
記参照ピクチャに先行する参照ピクチャに対するデルタピクチャ識別子absolute_delta_p
oc(i)の各々を前記バッファ記述から取得する工程（Ｓ２２）と、
　　前記リストが昇順において前記複数の参照ピクチャ（４０、４２）を定義する場合に
、deltaPOC(i) = deltaPOC(i-1) + absolute_delta_poc(i)を算出する、あるいは前記リ
ストが降順において前記複数の参照ピクチャ（４０、４２）を定義する場合に、deltaPOC
(i) = deltaPOC(i-1) - absolute_delta_poc(i)を算出する工程（Ｓ２３）と、
　　前記参照ピクチャ番号ｉのピクチャ識別子POC(i)を、POC(i) = POC(currPic) + delt
aPOC(i)（ここで、POC(currPic)は前記現在のピクチャ（１０）のピクチャ識別子を示す
）を算出する工程（Ｓ２４）と、を有する
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記バッファ記述を取得する工程（Ｓ１）は、前記現在のピクチャの符号化表現（６０
）から、参照ピクチャ（４０）の第１のリスト及び参照ピクチャ（４２）の第２のリスト
を定義するバッファ記述を取得する工程（Ｓ１）を有し、
　前記ピクチャ識別子を決定する工程（Ｓ３）は、
　　前記第１のリスト内の第１のリスト順で最初の参照ピクチャを除く参照ピクチャの各
々について、前記第１のリスト内の前記第１のリスト順で先行する参照ピクチャのピクチ
ャ識別子と、前記参照ピクチャについてのバッファ記述から取得された、前記第１のリス
ト内の前記第１のリスト順で先行する参照ピクチャに対する第１の符号付きデルタピクチ
ャ識別子の和に基づいて、前記ピクチャ識別子を算出する工程（Ｓ３２）と、
　　前記第２のリスト内の第２のリスト順で最初の参照ピクチャを除く参照ピクチャの各
々について、前記第２のリスト内の前記第２のリスト順で先行する参照ピクチャのピクチ
ャ識別子と、前記参照ピクチャについてのバッファ記述から取得された、前記第２のリス
ト内の前記第２のリスト順で先行する参照ピクチャに対する第２の符号付きデルタピクチ
ャ識別子の和に基づいて、前記ピクチャ識別子を算出する工程（Ｓ３３）と、を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記バッファ記述を取得する工程（Ｓ１）は、前記現在のピクチャの符号化表現（６０
）から、参照ピクチャ（４０）の第１のリスト及び参照ピクチャ（４２）の第２のリスト
を定義するバッファ記述を取得する工程（Ｓ１）を有し、
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　前記ピクチャ識別子を決定する工程（Ｓ３）は、
　　前記第１のリスト内の第１のリスト順で最初の参照ピクチャを除く参照ピクチャの各
々について、前記第１のリスト内の前記第１のリスト順で先行する参照ピクチャのピクチ
ャ識別子と前記参照ピクチャについてのバッファ記述から取得された、前記第１のリスト
内の前記第１のリスト順で先行する参照ピクチャに対する第１の符号なしデルタピクチャ
識別子との差に基づいて前記ピクチャ識別子を算出する工程（Ｓ３２）と、
　　前記第２のリスト内の第２のリスト順で最初の参照ピクチャを除く参照ピクチャの各
々について、前記第２のリスト内の前記第２のリスト順で先行する参照ピクチャのピクチ
ャ識別子と、前記参照ピクチャについてのバッファ記述から取得された、前記第２のリス
ト内の前記第２のリスト順で先行する参照ピクチャに対する第２の符号なしデルタピクチ
ャ識別子との和に基づいて前記ピクチャ識別子を算出する工程（Ｓ３３）と、を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ピクチャ識別子を算出する工程（Ｓ３２）は、前記第１のリスト内の前記第１のリ
スト順で最初の参照ピクチャを除く参照ピクチャ番号ｉの各々について、前記ピクチャ識
別子POCA(i)をPOCA(i) = POCA(i-1) - absolute_delta_pocA(i)（ここで、POCA(i-1)は前
記第１のリスト内の前記第１のリスト順で先行する最も近い参照ピクチャのピクチャ識別
子であり、absolute_delta_pocA(i)は前記参照ピクチャについてのバッファ記述から取得
された前記第１の符号なしデルタピクチャ識別子である）として算出する工程（Ｓ３２）
を有し、
　前記ピクチャ識別子を算出する工程（Ｓ３３）は、前記第２のリスト内の前記第２のリ
スト順で最初の参照ピクチャを除く参照ピクチャ番号ｉの各々について、前記ピクチャ識
別子POCB(i)をPOCB(i) = POCB(i-1) + absolute_delta_pocB(i)（ここで、POCB(i-1)は前
記第２のリスト内の前記第２のリスト順で先行する最も近い参照ピクチャのピクチャ識別
子であり、absolute_delta_pocB(i)は前記参照ピクチャについてのバッファ記述から取得
された前記第２の符号なしデルタピクチャ識別子である）として算出する工程（Ｓ３３）
を有する
ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記現在のピクチャ（１０）のピクチャ識別子と前記第１のリスト内の最初の参照ピク
チャについてのバッファ記述から取得された、前記現在のピクチャに対する第１のデルタ
ピクチャ識別子との差に基づいて、前記第１のリスト内の最初の参照ピクチャを示すピク
チャ識別子を算出する工程（Ｓ３０）と、
　前記現在のピクチャ（１０）のピクチャ識別子と、前記第２のリスト内の最初の参照ピ
クチャについてのバッファ記述から取得された、前記現在のピクチャに対する第２のデル
タピクチャ識別子との和に基づいて、前記第２のリスト内の最初の参照ピクチャを示すピ
クチャ識別子を算出する工程（Ｓ３１）と、をさらに有する
ことを特徴とする請求項５乃至７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　ビデオストリーム（１）の複数のピクチャ（１０、４０、４２、５０）のうちの現在の
ピクチャ（１０）の符号化表現（６０）を復号する復号器（１００）であって、
　前記現在のピクチャ（１０）の符号化表現（６０）から、以前のピクチャの符号化表現
とは独立である複数の参照ピクチャ（４０、４２）の少なくとも一つのリストを定義する
バッファ記述を取得するデータ取得器（１１０）と、
　前記リストにおけるリスト順で最初の参照ピクチャ（４０）を除く前記少なくとも１つ
のリストのうちの１つのリスト内の参照ピクチャ（４２）の各々について、前記参照ピク
チャ（４２）を示すピクチャ識別子を、前記参照ピクチャ（４２）についてのバッファ記
述から前記データ取得器（１１０）により取得されたピクチャ識別子情報と、前記バッフ
ァ記述内の、リスト順で前記参照ピクチャ（４２）に先行する参照ピクチャ（４０）につ
いてのバッファ記述から前記データ取得器（１１０）により取得されたピクチャ識別情報
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とに基づいて決定し、前記最初の参照ピクチャ（４０）のバッファ記述から前記データ取
得器（１１０）により取得されたピクチャ識別子情報及び前記ピクチャ（１０）のピクチ
ャ識別子に基づいて、前記リスト順で最初の参照ピクチャ（４０）を示すピクチャ識別子
を決定するピクチャ識別子決定器（１２０）と、
　前記決定されたピクチャ識別子に基づいて、復号されたピクチャバッファ（２３０、３
５０）を更新するバッファマネージャ（１３０）と、を有する
ことを特徴とする復号器。
【請求項１０】
　前記データ取得器（１１０）は、前記バッファ記述から、前記現在のピクチャに対する
デルタピクチャ識別子及び前記最初の参照ピクチャ（４０）の符号識別子を取得し、
　前記ピクチャ識別子決定器（１２０）は、前記デルタピクチャ識別子、前記符号識別子
、及び前記現在のピクチャ（１０）のピクチャ識別子に基づいて、前記最初の参照ピクチ
ャ（４０）を示すピクチャ識別子を算出する
ことを特徴とする請求項９に記載の復号器。
【請求項１１】
　前記ピクチャ識別子決定器（１２０）は、
　　deltaPOC(0) = sign × absolute_delta_poc(0)（ここで、signは前記符号識別子に
より表される符号であり、absolute_delta_poc(0)は前記デルタピクチャ識別子である）
を算出するデルタ算出器（１２２）と、
　　POC(0) = POC(currPic) + deltaPOC(0)（ここで、POC(0)は前記最初の参照ピクチャ
（４０）を示すピクチャ識別子であり、POC(currPic)は前記現在のピクチャ（１０）のピ
クチャ識別子である）を算出する識別子算出器（１２４）と、を有する
ことを特徴とする請求項１０に記載の復号器。
【請求項１２】
　前記バッファ記述は、複数の参照ピクチャ（４０、４２）の少なくとも１つのリストを
定義し、
　前記データ取得器（１１０）は、前記リストの最初の参照ピクチャ（４０）を除く少な
くとも１つのリストのうちの１つのリスト内の参照ピクチャ番号（４２）ｉの各々につい
て、前記リストのリスト順で前記参照ピクチャに先行する参照ピクチャに対するデルタピ
クチャ識別子absolute_delta_poc(i)の各々を前記バッファ記述から取得し、
　前記ピクチャ識別子決定器（１２０）は、
　　前記リストが昇順において前記複数の参照ピクチャ（４０、４２）を定義する場合に
、deltaPOC(i) = deltaPOC(i-1) + absolute_delta_poc(i)を算出する、あるいは前記リ
ストが降順において前記複数の参照ピクチャ（４０、４２）を定義する場合に、deltaPOC
(i) = deltaPOC(i-1) - absolute_delta_poc(i)を算出するデルタ算出器（１２２）と、
　　前記参照ピクチャ（４２）番号ｉのピクチャ識別子POC(i)を、POC(i) = POC(currPic
) + deltaPOC(i)（ここで、POC(currPic)は前記現在のピクチャ（１０）のピクチャ識別
子を示す）を算出する識別子算出器（１２４）と、を有する
ことを特徴とする請求項９乃至１１のいずれか１項に記載の復号器。
【請求項１３】
　前記データ取得器（１１０）は、前記現在のピクチャの符号化表現（６０）から、参照
ピクチャ（４０）の第１のリスト及び参照ピクチャ（４２）の第２のリストを定義するバ
ッファ記述を取得し、
　前記ピクチャ識別子決定器（１２０）は、
　　前記第１のリスト内の第１のリスト順で最初の参照ピクチャを除く参照ピクチャの各
々について、前記第１のリスト内の前記第１のリスト順で先行する参照ピクチャのピクチ
ャ識別子と、前記参照ピクチャについてのバッファ記述から前記データ取得器（１１０）
により取得された、前記第１のリスト内の前記第１のリスト順で先行する参照ピクチャに
対する第１の符号付きデルタピクチャ識別子の和に基づいて、前記ピクチャ識別子を算出
する第１の識別子算出器（１２６）と、
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　　前記第２のリスト内の第２のリスト順で最初の参照ピクチャを除く参照ピクチャの各
々について、前記第２のリスト内の前記第２のリスト順で先行する参照ピクチャのピクチ
ャ識別子と、前記参照ピクチャについてのバッファ記述から前記データ取得器（１１０）
により取得された、前記第２のリスト内の前記第２のリスト順で先行する参照ピクチャに
対する第２の符号付きデルタピクチャ識別子の和に基づいて、前記ピクチャ識別子を算出
する第２の識別子算出器（１２８）と、を有する
ことを特徴とする請求項９に記載の復号器。
【請求項１４】
　前記データ取得器（１１０）は、前記現在のピクチャの符号化表現（６０）から、参照
ピクチャ（４０）の第１のリスト及び参照ピクチャ（４２）の第２のリストを定義するバ
ッファ記述を取得し、
　前記ピクチャ識別子決定器（１２０）は、
　　前記第１のリスト内の第１のリスト順で最初の参照ピクチャを除く参照ピクチャの各
々について、前記第１のリスト内の前記第１のリスト順で先行する参照ピクチャのピクチ
ャ識別子と前記参照ピクチャについてのバッファ記述から前記データ取得器（１１０）に
より取得された、前記第１のリスト内の前記第１のリスト順で先行する参照ピクチャに対
する第１の符号なしデルタピクチャ識別子との差に基づいて前記ピクチャ識別子を算出す
る第１の識別子算出器（１２６）と、
　　前記第２のリスト内の第２のリスト順で最初の参照ピクチャを除く参照ピクチャの各
々について、前記第２のリスト内の前記第２のリスト順で先行する参照ピクチャのピクチ
ャ識別子と、前記参照ピクチャについてのバッファ記述から前記データ取得器（１１０）
により取得された、前記第２のリスト内の前記第２のリスト順で先行する参照ピクチャに
対する第２の符号なしデルタピクチャ識別子との和に基づいて前記ピクチャ識別子を算出
する第２の識別子算出器（１２８）と、を有する
ことを特徴とする請求項９に記載の復号器。
【請求項１５】
　前記第１の識別子算出器（１２６）は、前記第１のリスト内の前記第１のリスト順で最
初の参照ピクチャを除く参照ピクチャ番号ｉの各々について、前記ピクチャ識別子POCA(i
)をPOCA(i) = POCA(i-1) - absolute_delta_pocA(i)（ここで、POCA(i-1)は前記第１のリ
スト内の前記第１のリスト順で先行する最も近い参照ピクチャのピクチャ識別子であり、
absolute_delta_pocA(i)は前記参照ピクチャについての前記バッファ記述から取得された
前記第１の符号なしデルタピクチャ識別子である）として算出し、
　前記第２の識別子算出器（１２８）は、前記第２のリスト内の前記第２のリスト順で最
初の参照ピクチャを除く参照ピクチャ番号ｉの各々について、前記ピクチャ識別子POCB(i
)をPOCB(i) = POCB(i-1) + absolute_delta_pocB(i)（ここで、POCB(i-1)は前記第２のリ
スト内の前記第２のリスト順で先行する最も近い参照ピクチャのピクチャ識別子であり、
absolute_delta_pocB(i)は前記参照ピクチャについてのバッファ記述から取得された前記
第２の符号なしデルタピクチャ識別子である）として算出する
ことを特徴とする請求項１４に記載の復号器。
【請求項１６】
　前記第１の識別子算出器（１２６）は、前記現在のピクチャ（１０）のピクチャ識別子
と前記第１のリスト内の最初の参照ピクチャについてのバッファ記述から前記データ取得
器（１１０）により取得された、前記現在のピクチャに対する第１のデルタピクチャ識別
子とに基づいて、前記第１のリスト内の最初の参照ピクチャを示すピクチャ識別子を算出
し、
　前記第２の識別子算出器（１２８）は、前記現在のピクチャ（１０）のピクチャ識別子
と前記第２のリスト内の最初の参照ピクチャについてのバッファ記述から前記データ取得
器（１１０）により取得された、前記現在のピクチャに対する第２のデルタピクチャ識別
子とに基づいて、前記第２のリスト内の最初の参照ピクチャを示すピクチャ識別子を算出
する
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ことを特徴とする請求項１３乃至１５のいずれか１項に記載の復号器。
【請求項１７】
　ビデオストリーム（１）の複数のピクチャ（１０、４０、４２、５０）の符号化表現（
６０）を取得する入力部（２１０）と、
　前記複数のピクチャ（１０、４０、４２、５０）の符号化表現（６０）を復号する、請
求項９乃至１６のいずれか１項に記載の復号器（１００）と、
　前記ビデオストリーム（１）の復号されたピクチャを出力する出力部（２２０）と、を
有する
ことを特徴とする受信機（２００）。
【請求項１８】
　ビデオストリーム（１）の複数のピクチャ（１０、４０、４２、５０）の符号化表現（
６０）を受信する入力部（３１０）と、
　メモリ（３４０）に格納されたコンピュータプログラムのコード手段を処理するプロセ
ッサ（３３０）であって、前記コード手段が該プロセッサ（３３０）において実行された
場合に、
　　前記現在のピクチャ（１０）の符号化表現（６０）から、以前のピクチャの符号化表
現とは独立である複数の参照ピクチャ（４０、４２）の少なくとも一つのリストを定義す
るバッファ記述を取得し、
　　前記リストにおけるリスト順で最初の参照ピクチャ（４０）を除く前記少なくとも１
つのリストのうちの１つのリスト内の参照ピクチャ（４２）の各々について、前記参照ピ
クチャ（４２）についてのバッファ記述から取得されたピクチャ識別子情報と、前記バッ
ファ記述内の、リスト順で前記参照ピクチャ（４２）に先行する参照ピクチャ（４０）に
ついてのバッファ記述から取得されたピクチャ識別子情報とに基づいて、前記参照ピクチ
ャ（４２）を示すピクチャ識別子を決定し、
　　前記最初の参照ピクチャ（４０）のバッファ記述から取得されたピクチャ識別子情報
及び前記ピクチャ（１０）のピクチャ識別子に基づいて、前記リスト順で最初の参照ピク
チャ（４０）を示すピクチャ識別子を決定し、
　　前記決定されたピクチャ識別子に基づいて、復号されたピクチャバッファ（２３０、
３５０）を更新するプロセッサ（３３０）と、
　前記ビデオストリーム（１）の復号されたピクチャを出力する出力部（３２０）と、を
有する
ことを特徴とする復号器（３００）。
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